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仁

和

寺

和

歌

圏

と

顕

昭

ー
ー
覚
性
法
親
王
時
代
に
お
け
る
ー
ー
ー

六
条
藤
家
の
顕
昭
と
仁
和
寺
と
の
関
係
ば
、
不
明
な
点
の
あ
ま
り
に
多
い
顕

昭
の
伝
記
研
究
の
中
で
は
、
比
較
的
ひ
か
り
の
当
て
ら
れ
て
い
る
部
分
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
早
く
椅
本
進
吉
氏
は
、
顕
昭
の
歌
学
書
の
多
く
が
、
第
六
世
御

(
1
)
 

室
（
仁
和
寺
門
跡
）
守
覚
法
親
王
に
献
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

(
2
)
 

た
。
ま
た
久
曽
神
昇
氏
は
、
は
じ
め
延
暦
寺
の
僧
で
あ
っ
た
顕
昭
が
、
第
五
世

御
室
覚
性
法
親
王
に
す
で
に
親
近
し
、
守
覚
法
親
王
時
代
の
寿
永
元
年
（
一
―

八
二
）
ご
ろ
に
仁
和
寺
に
移
住
し
て
、
歌
学
書
を
著
し
活
躍
を
み
せ
た
と
説
か

(

3

)

 

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
西
沢
誠
人
氏
は
、
覚
性
法
親
王
時
代
に
は
顕
昭
は
ま
だ

比
叡
山
に
住
し
、
元
暦
元
年
（
一
―
八
四
）
ご
ろ
に
仁
和
寺
に
入
っ
た
、
と
論
じ

(
4
)
 

て
お
ら
れ
る
。
こ
の
入
寺
以
前
に
お
け
る
或
は
入
寺
に
い
た
る
、
顕
昭
と
仁
和
寺

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
丸
山
嘉
信
氏
執
筆
「
顕
昭
」

の
項
）
や
、
井
上
宗
雄
氏
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』
に
収
め
る
六
条
藤
家
歌

人
の
研
究
に
お
い
て
も
、
と
く
に
言
及
さ
れ
て
い
ず
、
現
在
に
お
い
て
も
、
明

ら
か
で
な
い
ま
ま
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
か
ら
鎌
倉
中
期

に
か
け
て
は
、
仁
和
寺
に
覚
性
・
守
覚
・
道
助
・
性
助
法
親
王
と
い
う
和
歌
を

好
む
門
跡
が
つ
づ
き
、
仁
和
寺
は
―
つ
の
和
歌
圏
（
久
保
田
淳
氏
の
用
語
に
よ

る
）
を
形
成
し
て
い
た
。
顕
昭
を
仁
和
寺
に
接
近
さ
せ
た
も
の
の
―
つ
は
、
乎

西

村

加

代

子

安
末
期
の
和
歌
界
に
お
げ
る
、
こ
の
よ
う
な
仁
和
寺
の
活
動
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
先
覚
に
よ
る
右
の
よ
う
な
争
点
を
手
掛
り
と
し
つ
つ
、
顕
昭
伝
の

空
白
の
幾
分
か
を
埋
め
る
こ
と
を
試
み
、
さ
ら
に
、
そ
の
問
題
と
分
ち
が
た
＜

結
び
つ
く
、
覚
性
法
親
王
を
中
心
と
す
る
和
歌
活
動
の
詮
索
に
及
び
た
い
と
思

う
。
ま
ず
始
め
に
は
、
六
条
藤
家
と
仁
和
寺
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と

に
し
た
い
。
（
な
お
、
以
下
で
比
較
的
長
い
漠
文
の
引
用
に
当
っ
て
は
、
読
み

下
し
文
に
改
め
た
。
）

—ー 24 ー

仁
和
寺
と
六
条
藤
家

長
治
元
年
(
―

1
0四
）
三
月
十
七
日
、
六
条
家
の
祖
藤
原
顕
季
ぱ
仁
和
寺

内
に
堂
宇
を
建
立
し
、
丈
六
の
阿
弥
陀
像
九
体
を
安
置
し
て
供
旋
を
営
ん
だ

(

5

)

 

（
中
右
記
・
同
日
条
）
。
川
上
新
一
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
た
ご
と
く
、
『
仁
和
寺
諸

堂
記
』
の
「
真
乗
院
」
の
項
に
、

此
の
所
は
、
修
理
大
夫
顕
季
卿
最
勝
浣
を
建
立
の
時
、
此
の
所
に
房
舎
を

造
り
子
息
覚
顕
律
師
を
住
ふ
」
し
む
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
仁
和
寺
内
に
最
勝
院
を
建
立
し
た
際
、
顕
季
は
も



う
一
宇
の
房
舎
を
作
り
、
そ
こ
に
子
の
覚
顕
が
入
っ
た
。
中
右
記
に
記
す
長
治

元
年
の
堂
供
養
は
、
こ
の
最
勝
院
建
立
の
折
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
顕
季
が
仁
和

寺
内
に
寺
を
造
常
し
た
の
は
、
顕
季
の
近
侍
し
た
白
河
院
と
仁
和
寺
と
の
繋
り

に
よ
る
こ
と
が
、
考
え
ら
れ
る
。

本
朝
皇
胤
紹
連
録
に
よ
れ
ば
、
白
河
院
は
一
子
一
人
の
皇
子
ー
ー
覚
行
・
覚
法
・

聖
恵
の
三
法
親
王
を
仁
和
寺
に
入
室
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
代
々
の
御
室
の
本

八
系
図
-
>

仁_I恵
任

興ー
長
恵

一仁

ー
長
実

i
長
輔
ー
ー
印
性

山ー
円
長

山ー
円
輔

＿一ィ

ー
顕
季
ー
ー
ー
家
保
ー
ー
家
成
I

仁
性

＿
ー
覚
芸

ー
隆
経
ー

寺ー
良
経
ー

＿一
J
i
 
ー
覚
顕

山

ー
顕
輔
ー
·
ー
清
輔
ー
—
尊
家

立忠
三且II山
隆隆顕
宜恵宗

山I

静
命

興

ー
翫
家
I
I成
円

且ー
仁
快

ー
季
経

ー
顕
昭

仁

仁
ー
長
覚
ー
|
顕
縁

房
と
な
っ
た
北
院
は
、
白
河
院
の
勅
願
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
（
御
室
碑
住
房
処

C

6

)

 

々
記
）
、
大
治
四
年
（
一
―
二
九
）
七
月
七
日
に
白
河
院
が
崩
す
る
と
、
そ
の

遺
骨
は
、
仁
和
寺
内
香
隆
寺
の
乾
の
野
に
葬
ら
れ
た
（
中
右
記
・
仁
和
寺
諸
堂

(
7
)
 

記
）
。
こ
の
よ
う
な
、
白
河
院
と
仁
和
寺
の
深
い
関
係
が
あ
っ
て
か
、
近
臣
の

顕
季
も
仁
和
寺
に
堂
を
建
て
、
後
に
見
る
ご
と
く
、
そ
の
子
孫
の
入
寺
が
続
く

こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

尊
卑
分
脈
に
よ
っ
て
、
僧
侶
を
中
心
に
六
条
家
を
見
る
と
、
系
図
］
の
よ
う

に
な
る
C

顕
季
に
ゆ
か
り
の
僧
に
は
、
山
門
に
入
っ
た
者
か
比
較
的
多
く
、
仁

和
寺
に
入
っ
た
の
は
覚
顕
が
最
初
で
あ
る
。

仁
和
寺
諸
堂
記
「
真
乗
院
」
の
記
事
を
、
引
き
統
い
て
掲
げ
る
と
、

子
息
覚
顕
律
師
を
住
せ
し
む
。
其
の
後
、
長
覚
阿
闇
梨
に
譲
る
の
処
、
彼

の
阿
闇
梨
在
家
に
相
交
る
の
後
、
印
性
僧
正
に
譲
る
と
雖
も
、
然
り
と
雖

も
常
住
せ
ざ
る
の
問
、
房
舎
破
損
し
了
ぬ
。
其
の
後
、
覚
教
僧
正
造
ら
る

る
の
後
、
此
の
所
を
以
て
真
乗
院
と
号
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
件
の
房
舎
は
、
覚
顕
の
の
ち
甥
の
長
覚
に
譲
ら
れ
た
。
と

こ
ろ
が
彼
は
、
「
在
家
に
相
交
る
」
と
あ
る
か
ら
後
に
仁
和
寺
を
離
脱
し
た
ら

し
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
住
房
は
印
性
に
譲
ら
れ
た
。
『
仁
和
寺
候
人
系
図
』

に
は
、
長
覚
に
つ
い
て
「
顕
輔
卿
男
。
長
実
卿
為
＞
子
」
と
あ
り
、
彼
は
伯
父

長
実
の
猶
子
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
長
覚
は
、
長
実
の
孫
で
あ
る
印
性
の
叔

父
に
当
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
縁
で
住
房
の
譲
り
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

山
城
名
勝
志
巻
八
に
、
「
真
乗
院
」
の
注
記
と
し
て
「
寺
家
説
云
、
当
院
元
在
ニ

妙
心
寺
方
丈
•
北
ノ
地
―
云
々
、
O
承
安
一
一
年
、
権
僧
正
印
性
開
基
」
と
あ
り
、

承
安
二
年
（
一
―
七
二
）
に
印
性
が
真
乗
院
を
開
い
た
と
い
う
。
ま
た
仁
和
寺

諸
院
家
記
も
、
真
乗
院
の
項
の
筆
頭
に
印
性
の
伝
を
掲
げ
、
次
に
覚
教
以
下
代

々
の
住
職
の
伝
を
並
べ
て
い
る
。
仁
和
寺
諸
堂
記
で
は
、
長
覚
か
ら
印
性
に
誤

ー 25―



ら
れ
た
房
舎
が
、
の
ち
に
覚
教
の
時
に
真
乗
院
と
号
し
た
と
あ
っ
て
、
伝
え
に

多
少
の
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
件
の
房
か
長
覚
•
印
性
・
覚
教
と
伝
え
ら
れ

て
い
っ
た
事
に
相
違
は
な
い
。
と
す
る
と
、
印
性
か
真
乗
院
（
あ
る
い
は
そ
の

前
身
の
房
舎
）
に
入
っ
た
承
安
二
年
よ
り
少
し
前
に
、
長
棠
は
仁
和
寺
を
離
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
覚
性
法
親
王
は
、
仁
乎
三
年
（
一
―

五
―
―
-
）
か
ら
嘉
応
元
年
（
一
―
六
九
）
ま
で
仁
和
寺
の
主
で
あ
っ
た
か
ら
、
長

覚
は
、
覚
性
法
親
王
時
代
に
は
仁
和
寺
に
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
の

ち
長
覚
は
、
承
安
五
年
三
月
の
重
家
家
歌
合
に
、
清
輛
・
顕
昭
・
季
経
ら
に
混

っ
て
出
詠
し
て
い
る
。
長
実
の
猶
子
に
な
っ
た
と
は
一
―
ー
ロ
え
、
同
族
内
で
も
あ
り
、

元
の
兄
弟
た
ち
と
も
親
密
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
お
、
長
覚
は
千
載
集
に
二
首
、

続
拾
遣
集
に
一
首
採
ら
れ
て
い
る
。

印
性
は
、
『
仁
和
寺
諸
師
年
諮
』
そ
の
他
に
よ
れ
ば
、
権
僧
正
•
東
寺
長
者

と
な
っ
た
人
物
で
、
承
元
元
年
(
―
二

0
七
）
七
月
一
―
―
日
に
七
十
六
歳
で
入
波

し
た
。
逆
算
す
れ
ば
、
長
承
元
年
(
―
ニ
―
―
二
）
の
生
れ
と
な
り
、
大
治
五
年

(
―
ニ
―

-O)
頃
の
生
れ
と
み
ら
れ
て
い
る
顕
昭
よ
り
、
二
歳
ほ
ど
年
下
で
あ

る
。
印
性
も
、
千
載
焦
に
二
首
•
今
撰
集
に
一
首
が
入
第
す
る
歌
人
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
印
性
の
兄
恵
任
も
仁
和
寺
に
い
た
こ
と
は
、
系
図
ー
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
院
政
期
か
ら
平
安
末
期
に
か
け
て
、
仁
和
寺
に
は
六
条
家
系

の
僧
た
ち
が
住
し
て
い
た
こ
と
に
、
注
意
し
て
お
き
た
い
。
次
に
は
、
顕
昭
自

身
と
仁
和
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

仁
和
寺
へ
の
接
近

続
詞
花
集
に
、
顕
昭
の
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

仁
和
寺
に
あ
び
ー
し
れ
る
人
の
許
に
ま
か
れ
り
け
る
時
、
と
も
と
す
る

僧
た
ち
三
四
人
目
ぞ
し
て
花
見
あ
り
き
け
る
に
、
上
西
門
院
の
蔵
人
ど

ti、
あ
そ
び
け
る
所
に
ま
か
り
い
た
り
て
、
隈
々
み
侍
り
て
帰
り
け

る
を
、
「
今
し
ば
し
、
い
か
に
か
4

る
花
を
見
す
て
4

は
」
な
ど
、

あ
な
が
ち
に
と
ど
め
け
れ
ば
言
ひ
遣
し
け
る
顕
昭
法
師

わ
り
な
し
や
外
に
も
花
の
な
く
ば
こ
そ
一
木
が
も
と
に
日
を
も
暮
さ
め

こ
の
歌
は
、
今
撰
集
・
宝
物
集
・
治
承
一
二
十
六
人
歌
合
•
玉
葉
集
に
も
、
ほ

ぽ
同
趣
の
詞
書
を
も
っ
て
入
る
。
続
詞
花
集
が
成
っ
た
の
は
、
永
万
二
年
（
一

一
六
六
）
頃
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
今
撰
集
の
成
立
は
、
集
中
の
官
位
表
記
か

(
3
)
 

ら
、
永
万
元
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
歌
に
よ
れ
ば
、

顕
昭
は
永
万
元
年
以
前
の
花
の
頃
に
、
仁
和
寺
の
知
人
を
訪
問
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
詠
歌
の
事
情
を
顕
昭
の
伝
記
研
究
と
結
び
つ
け
て
説
か
れ
た
の
は
、
久
曽

神
昇
氏
で
あ
る
。

久
曽
神
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
通
り
、
若
年
の
こ
ろ
比
叡
山
で
修
学
し
て
い

た
（
詞
花
集
注
）
顕
昭
は
、
の
ち
に
仁
和
寺
に
移
住
し
た
（
和
歌
色
葉
）
。
そ

し
て
、
比
叡
山
離
山
か
ら
仁
和
寺
に
移
住
す
る
ま
で
の
顕
昭
に
つ
い
て
、
久
曽

神
氏
が
説
か
れ
た
所
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

A
永
万
元
年
（
一
―
六
五
）
以
前
、
三
十
歳
頃
に
は
、
比
叡
山
を
離
れ
て
既

に
仁
和
寺
の
覚
性
法
親
王
の
も
と
に
出
入
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

B
寿
永
二
年
（
一
―
八
三
）
七
月
の
奥
書
を
持
つ
顕
昭
の
書
か
、
仁
和
寺
内

の
寺
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃
に
は
既
に
入
寺
し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
A
の
論
拠
と
し
て
お
ら
れ
る
の
は
、

い
嘉
元
元
年
(
―
―
―

101＝
-
)
の
定
為
法
印
申
文
に
、
顕
昭
に
つ
い
て
「
山
門

住
侶
、
離
山
之
後
、
経
二
廻
仁
和
寺
辺
↓
其
後
依
―
―
此
道
稽
古
↓
列
l

：
ハ
ム
宴

作
者
一
被
如
竺
法
橋
一
」
と
記
し
、
仁
和
寺
に
入
る
前
か
ら
そ
の
付
近
に

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

仰
続
詞
花
集
と
今
撰
集
に
、
顕
昭
が
仁
和
寺
を
訪
れ
た
歌
が
あ
る
（
注
ー
本

ー 26ー



章
で
前
掲
の
歌
）
。

り
今
撰
集
は
顕
昭
の
撰
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
集
で
、
覚
性
法
親
王
は
最

も
多
数
の
歌
を
採
ら
れ
た
歌
人
の
中
の
一
人
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
顕
昭
か
寛
性
法
親
王
に
親
近
し
て
い
た
と
説
か
れ
た
。

久
曽
神
氏
の
あ
げ
ら
れ
た
右
の
記
事
や
事
柄
は
、
顕
昭
と
法
親
玉
を
め
ぐ
っ
て
、

我
々
の
想
像
を
刺
激
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
り

1
り
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
必

ず
し
も
、
顕
昭
と
覚
性
法
親
玉
の
結
び
つ
き
を
証
す
る
、
直
接
の
根
拠
に
は
な

り
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
沢
誠
人
氏
は
、
⑪
に
あ
げ
た
詞
書
に
つ
い
て
、

顕
昭
が
仁
和
寺
を
訪
れ
た
こ
と
を
記
し
て
は
い
る
が
、
法
親
王
と
の
交
渉
を
示

(
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す
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
、
新
た
な
論
を
立
て
ら
れ
た
。

西
沢
氏
が
説
か
れ
た
主
要
な
点
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

1
守
覚
法
親
王
時
代
の
治
承
一
一
年
（
一
―
七
八
）
八
月
頃
ま
で
は
、
顕
昭
は

比
叡
山
を
離
山
し
て
い
な
い
。

2
治
承
二
年
八
月
五
日
或
所
廿
二
番
歌
合
を
極
初
期
の
例
と
し
て
、
あ
る
い

は
こ
れ
を
機
縁
と
し
て
、
顕
昭
は
石
清
水
八
幡
宮
の
歌
人
た
ち
の
指
導
者

と
な
っ
た
。

3
石
清
水
社
に
は
仁
和
寺
系
の
僧
か
多
く
、
顕
昭
は
、
仁
和
寺
に
お
け
る
六

条
家
の
後
押
し
、
ま
た
石
清
水
社
と
仁
和
寺
と
の
交
流
に
支
え
ら
れ
て
、

寿
永
か
ら
元
暦
元
年
（
一
―
八
四
）
の
間
に
、
仁
和
寺
に
入
寺
し
た
。

右
の
西
沢
氏
の
論
考
に
お
い
て
、
2
で
石
清
水
八
幡
宮
の
幸
清
や
印
雅
が
、

顕
昭
り
和
歌
の
弟
子
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
非
常
に
典
味

深
い
ご
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
1
で
、
顕
昭
の
比
叡
山
離
山
の
時
期
の
根
拠
と

し
て
、
氏
が
挙
げ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
治
承
二
年
或
所
廿
二
番
歌
合
て
の
顕
昭

の
判
詞
を
め
ぐ
る
、
次
の
箇
所
の
み
で
あ
る
。

顕
昭
は
、
こ
の
歌
合
に
判
者
と
し
て
招
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
最
初
の
判

で
あ
る
「
長
精
進
恋
」
十
一
番
に
「
此
ほ
ど
み
だ
り
心
地
あ
し
き
事
侍
り

て
、
つ
が
ひ
ご
と
に
勝
ま
け
た
し
か
に
も
見
と
き
侍
ら
ぬ
う
へ
」
と
見
苦

し
い
言
訳
け
を
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
「
み
だ
り
心
地
あ
し
き
事
」

と
は
、
こ
の
歌
合
披
講
の
翌
月
九
月
廿
日
廷
腔
寺
の
堂
衆
学
徒
の
戦
い
と

無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
1

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
治
承
二
年
八
月
頃

は
、
顕
昭
は
未
だ
比
叡
山
を
離
山
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
推
論
で
、
顕
昭
の
判
詞
に
い
う
「
み
だ
り
心
地
あ
し
き
事
」
を
、
当
時

の
延
暦
寺
の
騒
乱
と
箇
ち
に
結
び
つ
け
、
そ
こ
か
ら
更
に
、
顕
昭
が
離
山
し
て

い
な
い
と
考
え
る
の
は
、
無
理
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
久
曽
神
氏

•
西
沢
氏
い
ず
れ
の
考
察
に
よ
っ
て
も
、
覚
性
法
親
王
時
代
の
顕
昭
の
動
き
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
な
お
西
沢
氏
は
、

C
の
「
仁
和
寺
に
お
け
る
六
条
家
の
後

押
し
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
は
何
も
説
明
を
加
え
て
お
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
続
詞
花
集
等
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
永
万
元
年
以
前
の
春

に
、
顕
昭
は
仁
和
寺
の
「
あ
ひ
知
れ
る
人
」
を
訪
ね
、
「
と
も
と
す
る
僧
た
ち

―
―
一
四
人
」
と
花
を
見
歩
い
て
い
て
、
「
上
西
門
院
の
蔵
人
た
ち
」
に
止
め
ら
れ

歌
を
言
い
遣
っ
て
い
る
。
こ
の
詠
歌
の
事
情
を
載
せ
る
他
の
書
を
、
煩
を
い
と

わ
ず
に
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

0
仁
和
寺
へ
あ
か
ら
さ
ま
に
ま
か
り
け
る
に
上
西
門
院
の
わ
か
人
ど
出
花
見

て
あ
そ
び
け
る
と
こ
ろ
に
、
人
々
に
い
ざ
な
は
れ
て
見
に
ま
か
り
て
（
以

下

略

）

（

今

撰

集

・

群

書

類

従

本

）

〇
此
歌
、
最
勝
院
の
花
を
見
け
る
に
、
上
西
門
院
蔵
人
物
ま
う
で
き
け
れ
ば
、

か
へ
り
侍
け
る
を
（
以
下
略
）
（
宝
物
集
・
古
典
文
庫
所
収
九
冊
本
）

O
西
山
の
ほ
と
り
花
み
あ
り
き
け
る
に
、
仁
和
寺
に
て
上
西
門
院
蔵
人
の
花

見
る
所
を
過
け
る
に
、
あ
な
が
ち
に
と
ど
め
け
れ
ば

（
治
承
一
二
十
六
人
歌
合
・
古
典
文
庫
所
収
三
手
文
庫
本
）

ー 27―



O
法
金
剛
院
の
花
の
盛
に
、
上
西
門
院
蔵
人
ど
も
い
ざ
な
ひ
て
花
見
侍
り
け

る
に
（
以
下
略
）
（
玉
葉
集
•
国
歌
大
観
本
）

続
詞
花
集
は
清
輔
の
手
に
成
り
、
今
撰
集
ぱ
顕
昭
が
（
一
説
に
、
清
輔
が
）

編
ん
だ
も
の
と
伝
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
そ
れ
ら
の
詞
書
に
拠
る
べ
き
で

あ
る
が
、
他
の
書
に
も
一
応
の
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。
宝
物
集
に
言
う

「
最
勝
院
」
は
、
前
章
で
触
れ
た
、
顕
季
が
仁
和
寺
内
に
建
立
し
た
最
勝
院
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
玉
葉
集
の
同
書
に
み
え
る
「
法
金
剛
院
」
は
、
覚
性
法
親
王

の
母
待
賢
門
院
琉
子
が
、
大
治
五
年
（
一
―
―
―

-O)
に
仁
和
寺
内
に
建
立
し
た

(
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寺
で
あ
る
（
仁
和
寺
諸
堂
記
、
仁
和
寺
御
伝
）
。
し
た
が
っ
て
ど
の
書
に
お
い

て
も
、
顕
昭
の
件
の
歌
は
仁
和
寺
内
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
ま
た
、
い
ず
れ
の
書
に
も
「
上
西
門
院
の
蔵
人
（
今
撰
集
に
は
、

わ
か
人
）
」
に
歌
を
遣
っ
た
と
記
す
。
上
西
門
院
統
子
は
、
待
賢
門
院
所
生
の

鳥
羽
院
皇
女
で
、
覚
性
法
親
王
の
同
母
姉
で
あ
る
（
女
院
小
伝
）
。
統
子
内
親

王
に
院
号
宜
下
が
あ
っ
た
の
は
、
保
元
四
年
（
一
―
五
九
）
二
月
十
三
日
の
こ

と
で
、
山
愧
記
・
同
日
条
に
は
、

今
日
皇
后
宮
院
号
の
事
有
り
。
上
西
門
院
と
号
す
と
云
々
。
是
れ
左
兵
衛

督
惟
方
卿
定
め
申
す
と
云
々
。
後
日
、
頭
の
左
大
弁
顕
時
朝
臣
談
じ
て
云
く
、

お
の
お
の
定
め
申
さ
る
る
の
院
号
等
、
南
一
―
一
条
院
、
い
麟
叩
”
這
土
芸
氏
四

条
院
、
戸
麟
叫
項
賛
京
極
院
‘
聾
麟
芸
窪
謬
賛
位
し

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
西
門
院
は
当
時
、
一
そ
一
条
南
室
町
東
の
邸
を
御
所

と
し
、
法
金
剛
院
を
領
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
翌
平
治
―
一
年
（
一
―
六

O
)
ニ

月
十
七
日
に
、
覚
性
法
親
王
を
戒
師
と
し
て
、
法
金
剛
院
で
落
飾
し
た
（
仁
和

寺
御
伝
）
。
こ
の
後
、
上
西
門
院
は
法
金
剛
院
を
御
所
の
一
っ
と
し
て
滞
在
し

て
い
た
と
見
ら
れ
、
山
家
集
に
、

十
月
ば
か
り
に
法
金
剛
院
の
紅
葉
見
侍
し
に
、
上
西
門
院
お
は
し
ま
す
よ

を

し
聞
て
、
待
賢
門
院
の
御
こ
と
思
出
ら
れ
て
、
兵
衛
局
の
も
と
に
さ
し
お4
 

（
石
川
県
立
図
書
館
蔵
本
）

か
せ
侍
し

ま
た
、
実
定
の
林
下
集
に
も
、

上
西
門
院
、
仁
和
寺
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
、
ま
い
り
て
花
み
な
ん
と
し
て

（
以
下
略
）

な
ど
と
あ
る
。
上
西
門
院
の
蔵
人
た
ち
が
、
仁
和
寺
で
（
玉
葉
集
に
よ
れ
ば
、

法
金
剛
院
で
）
花
見
を
し
て
い
た
の
は
、
女
院
が
法
金
剛
院
を
領
有
し
、
ま
た

御
所
の
一
っ
と
し
て
い
た
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
顕
昭
が
仁
和
寺
て
上
西
門
院
の
蔵
人
と
行
き
会
っ
た

と
い
う
時
期
を
考
え
る
と
、
女
院
の
院
号
宜
下
が
あ
っ
た
保
元
四
年
（
―
-
五

九
）
一
一
月
十
一
＝
日
以
後
、
今
撰
集
が
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
永
万
元
年
（
一
―

六
五
）
頃
以
前
の
春
の
こ
と
と
な
る
。
顕
昭
の
年
齢
は
、
三
十
歳
か
ら
三
十
五

歳
頃
の
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
仁
和
寺
に
は
、
顕
昭
の
「
あ
ひ
知
れ
る
人
」

「
と
も
と
す
る
僧
た
ち
」
が
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
顕
昭
と
親
し
い
そ
れ
ら
の

人
々
と
し
て
は
、
彼
の
義
弟
で
あ
り
、
祖
父
顕
季
が
仁
和
寺
に
建
て
た
僧
房
に

住
し
て
い
た
長
覚
が
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
長
覚
の
甥
に
当
る
恵
任
・

印
性
の
兄
弟
も
仁
和
寺
に
い
た
。
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
印
性
は
顕
昭
よ
り

―
―
歳
若
い
程
度
で
あ
る
か
ら
、
顕
昭
・
弟
の
長
覚
•
印
性
の
三
人
は
、
そ
れ
ほ

ど
年
齢
の
開
き
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
長
覚
も

印
性
も
歌
人
で
あ
っ
た
。
三
十
余
歳
の
顕
昭
が
仁
和
寺
で
件
の
歌
を
詠
ん
だ
の

は
、
右
の
よ
う
な
、
互
に
年
の
近
い
同
族
の
歌
人
と
い
う
、
親
密
な
繋
り
の
僧

た
ち
を
、
花
の
時
期
に
訪
ね
た
折
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
当
時
の
六
条
家
の
人
々
に
と
っ
て
、
仁
和
寺
と
い
う

の
は
、
か
な
り
近
し
い
寺
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
系
図
l
を
振
り

返
っ
て
、
六
条
家
の
僧
た
ち
が
入
門
し
た
寺
を
見
渡
す
と
、
顕
季
の
兄
弟
・

-28 — 



子
息
．
甥
た
ち
に
は
山
門
に
入
っ
た
者
が
多
く
、
や
が
て
覚
顕
を
は
じ
め
と
し

て
仁
和
寺
に
入
る
者
も
続
く
よ
う
に
な
る
。
中
に
寺
門
や
興
福
寺
の
僧
も
混
る

け
れ
ど
も
、
数
は
多
く
な
い
。
入
寺
し
た
僧
の
数
か
ら
見
た
場
合
、
延
暦
寺
と

と
も
に
仁
和
寺
は
、
顕
季
流
の
人
々
に
と
っ
て
、
繋
り
の
深
い
寺
で
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。
顕
昭
が
は
じ
め
比
叡
山
に
住
し
、
後
に
近
づ
い
た
の
が
仁
和
寺
で

あ
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に

次
章
で
は
、
覚
性
法
親
王
の
も
と
に
顕
昭
が
出
入
を
許
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ

い
て
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

覚
性
法
親
王
と
清
輔
・
顕
昭

覚
性
法
親
王
は
鳥
羽
院
の
第
五
皇
子
で
、
紫
金
台
寺
御
室
・
泉
殿
御
室
•
五

宮
御
室
な
ど
と
も
称
し
た
（
二
十
一
代
集
才
子
伝
）
。
『
仁
和
寺
御
伝
』
に
よ
れ

ば
、
大
治
四
年
（
一
―
二
九
）
の
誕
生
。
十
二
歳
で
出
家
し
、
久
安
三
年
（
一

―
四
七
）
に
法
親
王
の
宜
下
を
受
け
、
仁
平
三
年
（
一
―
五
一
―
―
)
十
二
月
に
第

四
世
覚
法
法
親
王
が
入
滅
す
る
と
、
仁
和
寺
の
主
と
な
っ
た
。
嘉
応
元
年
（
一

一
六
九
）
十
二
月
十
一
日
、
四
十
一
歳
で
入
減
。
家
集
に
『
出
観
集
』
が
あ
り
、

千
載
集
以
下
の
勅
撰
集
に
二
十
二
首
が
入
る
。

と
こ
ろ
で
、
井
上
宗
雄
氏
が
「
清
輔
年
譜
考
」
（
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』

所
収
）
に
お
い
て
、
既
に
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
清
輔
集
に
、

五
宮
に
ま
い
れ
り
け
る
に
、
い
づ
み
殿
の
御
所
の
御
前
な
る
田
に
霧

の
所
々
た
ち
た
る
を
み
て
、

朝
霧
の
た
え
だ
え
か
4

る
そ
と
も
田
は
む
ら
ほ
に
た
て
る
心
地
こ
そ
す
れ

と
い
う
、
五
宮
覚
性
法
親
王
の
御
所
を
訪
れ
た
折
の
歌
が
あ
る
。
同
集
に
は
、

ま
た

五
宮
う
せ
さ
せ
給
て
後
、
御
室
へ
ま
い
り
け
る
に
、
庭
の
松
を
見
て

お
ぽ
え
け
る

う
へ
を
き
し
君
に
ぞ
千
世
を
ゆ
ず
ら
ま
し
神
さ
び
に
け
る
庭
の
松
哉

と
も
あ
り
、
法
親
王
の
蔑
後
に
追
慕
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
清

輔
は
、
覚
性
法
親
王
の
も
と
に
親
し
く
出
入
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

法
親
王
の
家
集
『
出
観
集
』
の
詞
書
を
辿
る
と
、
そ
の
御
所
で
し
ば
し
ば
和

歌
の
催
し
が
あ
っ
た
様
子
を
、
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
以
下
、
出
観
集
の
引

用
は
、
私
家
集
大
成
所
収
高
松
宮
家
本
に
よ
る
。
た
だ
し
、
適
宜
ひ
ら
が
な
を

漢
字
に
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
）
た
と
え
ば
、
「
当
座
歌
合
に
、
近
対
款
冬
と
い

ふ
こ
4

ろ
を
」
「
人
々
に
百
首
の
歌
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
つ
い
で
に
、
秋
の
来

る
こ
4

ろ
を
」
「
雪
を
名
所
に
寄
せ
て
人
々
に
歌
よ
ま
せ
さ
せ
給
と
て
」
「
人
々

に
十
五
首
の
う
た
よ
ま
せ
給
と
て
、
初
恋
の
こ
4

ろ
を
」
な
ど
と
見
え
て
、
歌

会
や
歌
合
が
催
さ
れ
、
百
首
歌
や
十
五
首
歌
を
人
々
か
ら
召
す
こ
と
も
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
出
観
集
に
は
、
四
五
〇
種
に
上
る
歌
題
の
詠
作
が
収
め
ら
れ
、

歌
会
や
歌
合
の
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
覚
性

法
親
王
を
中
心
と
す
る
和
歌
の
活
動
に
つ
い
て
、
松
野
陽
一
氏
は
、
私
家
集
大

成
·
中
古
I
I

「
出
観
集
」
の
解
題
に
お
い
て
、
「
崇
徳
院
・
教
長
•
徳
大
寺
家

関
係
者
と
の
交
遊
を
示
す
歌
が
多
く
含
ま
れ
、
紫
金
台
寺
（
注
ー
覚
性
の
御
所
）

が
小
規
模
な
が
ら
―
つ
の
歌
壇
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
中
略
）
紫
金
台
寺
に
は
、
西
行
・
教
長
や
徳
大
寺
家
の
人
々
が
出
入
し
、
し

ば
し
ば
歌
会
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
解
説
し
て
お
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
出
観
集
に
は
、
清
輔
・
顕
昭
ら
六
条
藤
家
の
歌
人
の
名
は
見
え
な

い
。
し
か
し
、
出
観
集
と
清
軸
集
と
を
比
ぺ
、
両
集
に
共
通
し
て
詠
ま
れ
て
い

る
歌
題
を
拾
う
と
、
次
の
例
が
見
出
さ
れ
る
（
た
だ
し
「
春
駒
」
「
八
月
十
五

夜
」
な
ど
月
並
な
題
は
除
い
た
）
。

粗
麦
満
庭
水
草
隠
橋
（
出
観
集
で
は
、
水
草
蔵
橋
）

ー 29ー
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閑

庭

落

葉

落

葉

埋

路

老

後

恋

こ
の
う
ち
「
山
家
霧
」
「
老
後
恋
」
な
ど
は
、
諸
所
の
歌
会
で
詠
ま
れ
う
る

題
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
他
の
共
通
す
る
歌
題
か
ら
推
し
て
、
覚
性
法
親

王
と
清
輔
は
、
何
度
か
歌
会
で
同
席
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
清
輔
が

法
親
王
の
も
と
に
出
入
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
見
た
と
お
り
明
ら
か
な
の
で
、

右
の
共
通
歌
題
も
、
覚
性
法
親
王
の
歌
会
に
清
輔
が
出
席
し
た
折
の
も
の
と
、

考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
し
て
、
六
条
家
の
他
の
歌
人
の
詠
に
つ
い
て
、
出
観
集
中
の
歌
題
と

比
較
す
る
と
、
顕
昭
の
詠
ん
だ
次
の
二
つ
の
結
題
か
、
出
観
集
と
共
通
す
る
。

雪
坤
寒
草
（
月
詣
和
歌
集
・
十
月
）

合

10)

草
花
先
秋
（
千
載
集
•
夏
）

顕
昭
は
家
集
か
散
逸
し
て
伝
わ
ら
ず
、
特
に
比
較
的
若
い
頃
の
歌
が
多
く
は

残
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
共
通
歌
題
の
例
も
数
は
少
な
い
。
し
か
し
右
の
例

か
ら
推
し
て
、
顕
昭
も
兄
清
輔
と
と
も
に
、
覚
性
法
親
王
の
歌
会
に
出
入
し
て

い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
印
性
も
、
覚
性
法
親
王
が
入
滅
し
た
時
、

後
入
道
法
親
王
隠
れ
侍
て
後
、
入
り
方
ま
で
月
を
見
て
読
み
侍
り
け

る

僧

都

印

性

入
り
ぬ
る
か
飽
か
ぬ
別
れ
の
悲
し
さ
を
思
ひ
知
れ
と
や
山
の
端
の
月

（
千
載
集
・
哀
傷
）

と
い
う
追
慕
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
歌
か
ら
、
彼
も
法
親
王
に
親
近
し
て

い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
歌
会
に
列
し
た
一
人
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
以

上
の
よ
う
に
、
顕
昭
は
覚
性
法
親
王
時
代
に
、
す
で
に
御
室
に
出
入
し
て
い
た

と
み
ら
れ
、
久
曽
神
氏
か
説
か
れ
た
と
こ
ろ
と
一
致
す
る
結
果
を
得
た
。

清
輔
や
顕
昭
が
御
室
に
近
づ
き
え
た
の
は
、
仁
和
寺
と
い
う
寺
が
、
六
条
家

に
と
っ
て
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
っ
た
こ
と
と
共
に
、
清
輔
と
崇
徳
院
や
二
条
天
皇

と
の
繋
り
が
、
作
用
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
清
輔
は
、
教
長

•
顕
広
（
俊
成
）
と
と
も
に
、
崇
徳
院
歌
壇
の
三
羽
烏
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
、

二
条
天
皇
か
ら
続
詞
花
集
撰
進
の
命
を
受
け
た
ほ
ど
、
そ
の
歌
壇
で
重
く
用
い

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
崇
徳
院
は
覚
性
法
親
王
の
同
母
兄
で
あ
り
、
法
親
王
が
院

に
「
あ
め
か
た
め
」
（
固
め
た
飴
か
）
を
献
じ
た
折
な
ど
の
、
親
し
い
贈
答
歌

が
出
観
集
に
見
え
る
。
―
一
条
天
皇
は
、
幼
少
の
こ
ろ
覚
性
法
親
王
の
弟
子
と
し

て
仁
和
寺
に
入
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
愚
管
抄
に
は
、

1

一
条
院
ハ
御
出
家
ノ
義
ニ
テ
、
仁
和
寺
ノ
五
宮
ヘ
ワ
ク
リ
ハ
ジ
メ
テ
ヲ
ハ

シ
マ
シ
ケ
ル
ヲ
、
王
胤
ナ
ヲ
大
切
ナ
リ
ト
テ
ト
リ
カ
ヘ
シ
テ
遂
二
立
坊
有

ケ
リ
。
ソ
ノ
御
ム
ッ
ビ
ニ
テ
五
宮
ハ
位
ノ
御
時
、
コ
ノ
ニ
条
内
裏
ノ
辺
ニ

―
―
一
条
坊
門
烏
丸
二
壇
所
手
ヅ
カ
ラ
ッ
ク
リ
テ
、
朝
タ
ニ
ヒ
ン
ト
候
ハ
七
給

ケ
レ
バ
万
機
ノ
御
口
入
モ
有
ケ
リ
。

と
あ
っ
て
、
そ
の
密
接
な
関
係
が
記
さ
れ
、
出
観
集
に
も
一
一
条
天
皇
と
の
贈
答

歌
が
収
め
ら
れ
る
。
清
輔
や
顕
昭
が
、
何
時
ご
ろ
か
ら
御
室
に
近
づ
い
た
の
か

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
清
輔
と
崇
徳
院
・
ニ
条
天
皇
、
そ
し
て
覚
性
法
親
王
と

崇
徳
院
・
ニ
条
天
皇
と
し
う
繋
り
も
与
っ
て
、
清
輔
か
、
そ
し
て
弟
の
顕
昭
も
、

覚
性
法
親
王
の
歌
会
に
列
す
る
こ
と
が
、
導
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る。
西
沢
誠
人
氏
は
、
顕
昭
が
比
叡
山
を
離
山
し
た
の
は
治
承
二
年
頃
と
説
か
れ
、

そ
の
仁
和
寺
入
寺
に
関
し
て
は
、
顕
昭
と
石
清
水
社
歌
人
と
の
関
係
を
強
調
さ

れ
た
。
し
か
し
、
前
章
で
述
べ
た
ご
と
く
、
比
叡
山
離
山
の
時
期
に
つ
い
て
、

西
沢
氏
が
示
さ
れ
た
論
拠
に
は
無
理
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
顕
昭
と
石
清
水
社

歌
人
の
交
流
が
窺
え
る
例
と
し
て
、
西
沢
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
四
回
の
歌
合
の
中

で
、
最
も
早
い
時
期
の
も
の
は
、
守
覚
法
親
王
時
代
の
治
承
二
年
或
所
廿
二
番

歌
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
清
水
社
歌
人
と
の
接
触
を
示
す
こ
の
歌
合
よ
り
も

ー 30一



か
な
り
以
前
に
、
す
で
に
顕
昭
ぱ
仁
和
寺
御
室
の
歌
会
に
参
じ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
石
消
水
社
歌
人
と
仁
和
寺
の
交
流
に
支
え
ら
れ
て
、
顕
昭
が
仁
和
寺

に
入
寺
で
き
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
顕
昭
か
仁
和
寺
に
出
入
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
や
は
り
仁
和
寺
と
繋
り
の
あ
っ
た
石
清
水
社
歌
人
と
も
、
や
が
て
出

会
う
こ
と
に
な
っ
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
顕

昭
の
仁
和
寺
移
住
に
際
し
て
、
石
清
水
社
歌
人
た
ち
が
何
ら
か
の
便
宜
を
計
っ

た
、
と
い
う
可
能
性
ま
で
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
。

四

覚
性
法
親
王
を
め
ぐ
る
歌
人

覚
性
法
親
王
の
も
と
に
出
入
し
た
歌
人
に
つ
い
て
は
、
松
野
陽
一
氏
の
解
説

を
前
章
て
引
用
し
た
か
、
新
た
に
法
親
王
と
の
関
係
を
指
摘
て
き
る
例
も
、
若

干
見
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
、
こ
の
章
に
お
い
て
ま
と
め
て
掲
け
、
覚
性
法
親

王
を
中
心
と
す
る
和
歌
圏
の
性
格
を
、
そ
こ
に
列
し
た
歌
人
の
顔
ぶ
れ
か
ら
、

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
e

藤
原
基
俊
続
千
載
集
・
釈
教
に
、
覚
性
法
親
王
と
甚
俊
の
交
渉
を
示
す
、

次
の
歌
が
多
い
。

箕
性
法
親
王
観
音
を
紫
雲
に
乗
せ
奉
り
て
、
其
の
心
を
歌
に
詠
む
べ

き

由

中

し

て

侍

ッ

け

る

に

、

詠

み

け

る

基

俊

む
ら
さ
き
の
生
会
の
お
り
居
る
山
里
に
心
の
月
や
へ
だ
て
な
か
ら
む

返

し

入

道

二

品

親

王

覚

性

隔
文
な
き
心
の
月
は
む
ら
さ
き
の
雲
そ
と
も
に
ぞ
西
へ
行
き
け
る

こ
の
一
一
首
は
、
『
閑
月
和
歌
集
』
に
＇
も
同
趣
の
詞
書
で
収
め
ら
れ
る
。
（
久
保

田
淳
氏
に
よ
れ
ば
、
同
集
は
弘
安
四
年
(
―
―
―
八
一
）
か
ら
同
六
年
一
―
―
月
末
ま

(

1

1

)

 

て
の
間
に
、
仁
和
寺
関
係
の
歌
僧
に
よ
っ
て
絹
ま
れ
た
か
と
推
定
さ
訊
る
。
）

基
俊
は
康
治
元
年
（
―
-
四
―
-
）
に
没
し
（
一
説
に
同
二
年
没
）
、
そ
の
年
に

は
覚
性
法
親
玉
は
ま
だ
十
四
歳
で
あ
る
が
、
右
の
贈
答
は
当
然
そ
れ
以
前
の
こ

と
と
な
る
。
年
齢
は
若
い
け
れ
ど
も
、
法
祝
王
は
、
基
俊
か
ら
歌
を
召
し
ま
た

返
歌
を
行
っ
た
り
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
和
歌
初
学
期
の
法
親
王
は
、
こ
の

和
歌
の
老
大
家
か
ら
、
あ
る
い
は
詠
作
の
手
解
き
な
ど
ふ
受
け
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
し
か
し
、
二
人
の
年
齢
の
大
き
な
隔
り
も
あ
り
、
さ
し
て
長
い
期
問

に
渡
る
交
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

閑
院
流
藤
原
実
能
•
実
定
·
実
網
•
公
通
・
公
重
•
公
光
（
系
図1
1
参

照）
出
観
集
に
は
、
閑
院
流
公
実
に
繋
る
人
々
と
の
贈
答
歌
が
少
な
く
な
い
。
そ

れ
ら
は
、
覚
性
法
親
王
が
「
徳
大
寺
左
大
臣
（
実
能
）
の
も
と
へ
さ
ま
ざ
ま
の

海
苔
」
を
贈
っ
た
折
の
歌
や
、
実
定
が
「
世
に
沈
み
た
る
こ
と
を
嘆
か
し
く
覚

え
け
る
頃
」
法
親
王
に
送
っ
た
歌
と
そ
れ
へ
の
返
し
、
ま
た
、
法
親
王
の
病
気

見
舞
い
に
実
定
・
公
光
•
実
綱
ら
が
訪
れ
、
唱
歌
し
て
法
親
王
を
慰
め
た
そ
の

翌
日
の
贈
答
歌
な
ど
、
法
親
王
と
公
実
流
の
人
々
と
の
、
極
め
て
親
密
な
交
流

を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
公
通
も
、
出
観
集
に
「
公
通
卿
人
／
＼
い
ざ
な
ひ
て

参
り
た
り
け
る
に
、
を
の
／
＼
歌
な
ど
詠
み
て
帰
り
に
け
る
」
と
見
え
る
ほ
か
、

千
載
集
•
夏
に
も

仁
和
寺
の
親
王
の
許
に
て
郭
公
の
歌
五
首
詠
み
侍
り
け
る
時
詠
め
る

按
擦
使
公
通

郭
公
侍
つ
は
久
し
き
夏
の
夜
を
寝
ぬ
に
明
け
ぬ
と
誰
か
い
ひ
け
ん

と
あ
っ
て
、
御
室
を
訪
ね
て
は
詠
歌
し
て
い
た
。
公
重
は
出
観
集
に
は
名
が
見

え
な
い
が
、
そ
の
家
集
『
風
情
集
』
に
、

八
月
十
五
夜
於
御
室

な
に
た
か
き
こ
よ
ひ
の
月
を
み
る
の
み
や
わ
れ
も
世
に
す
む
お
も
ひ
い
で

な
ら
む
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と
い
う
一
首
が
あ
り
、
御
室
の
歌
会
に
出
席
し
て
い
る
。
公
重
の
没
年
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
勅
撰
作
者
部
類
に
は
「
至
永
万
元
年
」
と
注
し
、
覚
性
法
親
王

時
代
の
永
万
元
年
頃
ま
で
は
活
躍
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
右
の
「
御

室
」
は
覚
性
法
親
王
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
歌
題
の
「
八
月
十
五
夜
」

は
月
並
で
は
あ
る
が
、
出
観
集
に
も
見
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

i

見
性
法
親
王
の
御
所
に
は
、
閑
院
流
の
人
々
が
親
し
く
出

入
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
法
親
王
の
母
待
賢
門
院
が
公
実
の
女
で
あ
っ
て
、
右

に
見
た
人
々
が
、
法
親
王
の
母
方
の
親
族
と
い
う
関
係
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
(

1

2

)

 

特
に
、
実
能
の
建
立
し
た
徳
大
寺
が
仁
和
寺
内
に
あ
っ
た
（
仁
和
寺
諸
院
家
記
）

こ
と
か
ら
も
、
そ
の
密
接
な
繋
り
が
確
認
さ
れ
る
。

A
系
図
i=a>

(
尊
卑
分
脈
に
よ
る
）

ー
実
行

l
公
教
ー
ー
実
絹
為
祖
父
実
行
子

ー
通
季
ー
ー
公
通

ー
公
重
為
実
能
公
子

公
実
ー
ー
実
能

l
公
能

l
実
定

ー
季
成
|
ー
公
光

ー
待
賢
門
院

観
蓮
（
藤
原
教
長
）
観
蓮
か
覚
性
法
親
王
の
歌
会
に
列
し
た
こ
と
は
、
出

観
集
と
と
も
に
、
彼
の
家
集
『
貧
道
集
』
に
も
見
え
る
。
た
と
え
ば
、
「
泉
殿

御
室
に
て
人
々
歌
よ
み
け
る
に
、
霞
中
嶺
梅
と
云
題
を
」
の
よ
う
に
、
覚
性
法

親
王
の
も
と
で
の
詠
と
朋
記
す
る
詞
書
が
八
例
あ
る
。
観
蓮
は
、
崇
徳
院
の
近

臣
で
あ
っ
た
藤
原
教
長
で
、
保
元
の
乱
に
敗
れ
て
出
家
し
配
流
と
な
っ
た
が
、

応
保
二
年
（
一
―
六
二
）
―
―
―
月
七
日
に
召
し
返
さ
れ
た
（
公
卿
補
任
）
。
家
集

に
よ
れ
ば
、
召
還
の
後
は
高
野
山
と
京
を
行
き
来
し
た
ら
し
い
。
教
長
の
伝
記

は
、
岩
橋
小
弥
太
氏
「
藤
原
教
長
」
（
国
語
と
国
文
学
•
昭
和
二
八
年
―
―
一
月
）

に
詳
し
く
、
教
長
が
、
覚
性
法
親
王
の
伝
法
灌
頂
の
折
に
『
御
泄
頂
記
』
を
記

し
、
ま
た
第
四
世
覚
法
法
親
王
の
時
代
に
、
家
領
を
仁
和
寺
に
寄
進
し
た
（
仁

和
寺
御
伝
）
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
出
観
集
に
も
、
「
入
道
宰
相

（
注
ー
観
蓮
）
い
ま
だ
中
将
と
き
こ
え
け
る
と
き
」
と
詞
書
す
る
、
在
俗
時
代

の
教
長
と
の
贈
答
歌
が
あ
り
、
早
く
か
ら
の
両
者
の
親
交
が
窺
え
る
。
教
長
の

近
侍
し
た
崇
徳
院
は
、
覚
性
法
親
王
の
同
母
兄
て
あ
り
、
保
元
の
乱
に
敗
れ
た

院
が
逃
れ
た
の
も
仁
和
寺
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う

し
た
、
崇
徳
院
の
縁
に
繋
が
る
点
に
お
い
て
も
、
召
還
後
の
観
蓮
と
、
法
親
王

と
の
交
渉
は
深
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
出
観
集
に
は
、
観
蓮
と
の
歌
の
贈
答

が
六
例
あ
る
が
、
こ
の
贈
答
の
数
は
、
出
観
集
に
名
の
見
え
る
歌
人
の
中
で
最

も
多
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
歌
に
は
、
高
野
山
か
ら
帰
洛
す
る
法
親
王
に
、
観

蓮
が
随
伴
し
た
旅
で
詠
み
交
し
た
り
、
「
入
道
宰
相
の
も
と
よ
り
、
桃
を
」
法

親
王
に
献
じ
た
折
の
歌
な
ど
が
あ
り
、
法
親
王
と
観
蓮
と
の
交
情
の
密
で
あ
っ

た
様
が
見
て
取
れ
る
。

西
行
・
西
住
西
行
が
覚
性
法
親
王
の
も
と
に
出
入
し
て
い
た
こ
と
は
、
西

行
伝
研
究
の
中
で
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
山
家
集
に
、
「
仁
和
寺
の
御

室
に
て
、
山
家
閑
居
見
雪
と
云
事
を
よ
ま
せ
給
け
る
に
」
「
仁
和
寺
御
室
に
て

（
マ
マ
）

道
心
遂
年
深
と
云
事
を
よ
ま
せ
さ
せ
給
け
る
に
」
（
陽
明
文
庫
本
）
な
ど
の
詞

書
の
歌
が
あ
る
。
後
者
の
例
に
関
し
て
は
、
出
観
集
に
も
「
道
心
追
歳
深
と
い

ふ
こ
こ
ろ
を
」
と
詞
書
す
る
歌
が
あ
り
、
覚
性
法
親
王
の
歌
会
に
西
行
が
列
し

て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
西
行
は
鳥
羽
院
の
北
面
で
あ

っ
た
と
源
平
盛
衰
記
に
伝
え
、
ま
た
古
今
著
聞
集
に
は
、
徳
大
寺
左
大
臣
実
能

の
家
人
で
あ
っ
た
と
記
す
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
西
行
は
在
俗
時
代
に
、
法
親

王
の
父
方
母
方
い
ず
れ
に
も
勤
仕
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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ま
た
出
観
集
に
、
「
高
野
に
住
み
た
ま
ふ
こ
ろ
、
月
あ
か
ぎ
夜
、
季
正
入
道

が
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る
」
と
い
う
詞
書
の
一
首
が
あ
る
。
こ
の
季
正
入
道
は
、

和
歌
色
葉
に
「
右
兵
衛
尉
入
道
西
住
俗
名
源
季
正
」
と
あ
る
人
物
で
あ
ろ
う
。

季
正
入
道
西
住
は
、
千
載
集
作
者
で
、
山
家
第
に
「
同
行
に
侍
り
け
る
上
人
」

と
呼
ば
れ
、
西
行
の
道
友
と
し
て
知
ら
れ
る
。
早
く
、
川
田
順
氏
が
『
西
行
』

に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
が
、
『
伝
灯
広
録
』
続
編
第
七
巻
、
醍
醐
理
性
院
の
開

祖
賢
覚
の
付
法
弟
子
中
に
西
住
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
伝
に
「
季
正
入
道
出

家
、
与
西
行
作
二
双
己
□
西
住
こ
と
あ
る
。
『
血
脈
頚
集
記
』
第
四
に
も
、

賢
覚
の
弟
子
と
し
て
「
西
住
上
人
左
兵
衛
季
正
入
滋
也
」
と
み
え
る
が
、
同
記
に
は
、

賢
覚
に
つ
い
て
「
覚
性
親
王
受
戒
御
師
也
」
と
あ
り
、
覚
性
法
親
王
も
賢
宜
を

師
と
し
た
。
歌
人
西
住
は
、
受
法
の
師
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
西
行

と
と
も
に
覚
性
法
親
王
の
も
と
に
出
入
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
条
源
家
源
俊
重
・
頼
経
俊
重
は
金
葉
集
の
撰
者
俊
頼
の
息
、
頼
経

は
俊
重
の
息
で
あ
る
（
尊
卑
分
脈
）
。
出
観
集
に
「
九
月
ば
か
り
に
源
俊
重
が

も
と
よ
り
、
秋
風
身
に
し
む
よ
し
な
ど
申
」
し
た
折
の
贈
答
歌
や
、
「
や
よ
ひ

の
こ
ろ
、
源
頼
経
か
桜
の
狩
衣
の
し
ほ
れ
て
、
え
な
ん
さ
し
い
で
ぬ
と
申
」
し

て
き
た
こ
と
へ
の
返
歌
そ
の
他
が
あ
り
、
俊
重
父
子
が
法
親
王
に
親
近
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
俊
重
は
、
前
代
の
覚
法
法
親
王
と
も
既
に
親
交

が
あ
っ
た
ら
し
い
。
覚
法
法
親
王
は
高
野
御
室
と
称
し
、
仁
平
三
年
（
一
―
五

―
―
―
)
に
入
滅
し
た
（
仁
和
寺
御
伝
）
。
出
観
集
に
は
、
「
高
野
御
室
か
く
れ
た
ま

（
る
）

へ
り
け
ろ
こ
ろ
」
覚
性
法
親
王
の
詠
ん
だ
哀
傷
の
歌
に
続
い
て
、
俊
重
が
「
同

、
、
、
、
、

じ
こ
ろ
、
夜
寒
也
け
る
あ
し
た
、
背
の
御
こ
と
な
ど
思
い
だ
し
た
て
ま
つ
る
よ

し
を
申
て
」
宜
性
法
親
王
に
贈
っ
た
、
宜
法
法
親
王
追
慕
の
歌
が
あ
る
。
ま
た

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

「
春
に
也
て
南
院
に
参
り
た
る
に
、
む
か
し
植
へ
を
き
給
へ
る
梅
の
さ
か
り
に

咲
き
た
り
け
れ
ば
、
花
に
つ
け
て
」
俊
重
か
覚
性
法
親
王
に
献
じ
た
歌
と
、
法

親
王
の
返
歌
が
あ
る
。
「
南
院
」
は
、
仁
和
寺
諸
堂
記
に
「
高
野
御
室
御
建
立
」

と
あ
り
、
覚
法
法
親
王
の
建
立
し
た
寺
な
の
で
、
「
む
か
し
植
へ
を
き
た
ま
へ

る
」
と
は
、
故
覚
法
法
親
王
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
俊
重

は
、
高
野
御
室
追
慕
の
歌
を
、
覚
性
法
親
王
と
詠
み
交
し
て
い
る
の
で
、
早
く

か
ら
、
覚
法
・
覚
性
両
法
親
王
と
親
交
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か

し
、
俊
重
か
ど
の
よ
う
に
し
て
御
室
に
出
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て

は
、
俊
重
の
妹
で
歌
人
の
新
少
将
か
、
待
賢
門
院
に
仕
え
た
（
尊
卑
分
脈
）
と

い
う
繋
り
は
あ
る
も
の
の
、
明
ら
か
に
は
知
ら
れ
な
い
。

六
条
藤
家
ー
ー
ー
藤
原
清
輔
・
顕
昭

仁
和
寺
僧
卜
~
出
観
集
に
は
、
法
印
有
観
・
行
宴
法
師
・
賢
智
・
法
橋
疫
信

・
沙
弥
西
善
・
法
橋
慶
雅
ら
の
僧
と
の
贈
答
歌
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
行
宴
は
、

仁
和
寺
諸
院
家
記
・
仁
和
寺
候
人
系
図
に
菩
提
院
の
住
職
と
し
て
見
え
る
の
で
、

仁
和
寺
の
僧
と
確
認
で
き
る
。
賢
智
は
、
詞
花
集
と
千
載
集
に
一
首
ず
つ
入
集

す
る
歌
人
賢
智
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
、
今
撰
集
に
も
二
首
採
ら
れ
て
い
る
。

西
善
は
、
法
親
王
が
高
野
山
で
季
正
入
道
西
住
に
歌
を
贈
っ
た
折
に
、
返
歌
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
住
と
親
し
い
真
言
系
の
僧
で
は
あ
ろ
う
。
有
観
・
炭

信
•
慶
雅
に
つ
い
て
は
、
仁
和
寺
関
係
の
僧
と
思
わ
れ
る
が
、
出
自
や
事
蹟
は

不
明
で
あ
る
。
こ
の
他
、
出
観
集
に
は
名
か
見
え
な
い
が
、
千
載
集
に
入
集
す

る
印
性
も
、
覚
性
法
親
王
入
減
の
折
に
追
慕
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
で
（
第
三

章
）
、
法
親
王
を
中
心
と
す
る
和
歌
圏
の
一
員
と
し
て
、
名
を
掲
げ
て
お
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。

＊
寂
蓮
•
寂
然
寂
蓮
法
師
集
に
次
の
贈
答
が
あ
る
。

仁
和
寺
宮
法
印
覚
性
山
里
に
住
給
ひ
け
る
比
、
九
月
ば
か
り
に
い
ひ

つ
か
は
し
け
る

我
な
ら
ぬ
月
も
住
け
る
山
里
を
と
は
ず
は
君
が
名
こ
そ
お
し
け
れ
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返
し

山
里
の
秋
の
哀
れ
は
と
は
で
こ
そ
月
ゆ
へ
し
ば
し
君
に
ま
た
れ
め

（
穂
久
還
文
庫
本
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寂
蓮
も
覚
性
法
親
王
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
半

田
公
平
氏
『
寂
蓮
法
師
全
歌
集
と
そ
の
研
究
』
で
は
、
右
の
歌
に
つ
い
て
「
仁

和
寺
門
跡
覚
性
と
の
贈
答
歌
。
覚
性
は
嘉
応
元
年
没
。
晩
年
山
笥
紫
金
台
寺
に

住
屈
し
た
そ
の
頃
の
詠
歌
か
」
と
注
が
あ
る
。
箕
性
法
親
王
が
没
し
た
嘉
応
元

(
1
3
)
 

年
（
一
―
六
九
）
に
は
、
寂
蓮
は
一
―
―
十
歳
前
後
て
、
彼
か
出
家
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
承
安
元
（
一
―
七
一
）
．
―
-
年
頃
よ
り
前
で
あ
る
か
ら
、
前
掲
の
賠
答

歌
は
、
寂
蓮
の
在
俗
時
代
の
も
の
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
寂
蓮
集
「
我
な
ら
ぬ
」

の
歌
の
詞
書
は
、
半
田
氏
前
掲
書
に
示
す
本
文
校
異
に
よ
れ
ば
、
穂
久
遠
文
庫

本
と
同
じ
部
類
本
系
で
は
、
「
覚
性
」
の
部
分
か
、
書
陵
部
蔵
一
五
三
・
ニ
―

五
A
本
と
同
五

0
1
・
七
二
五
B
本
に
、
「
元
性
」
と
あ
る
。
一
方
、
雑
纂
本

系
で
は
、
高
松
宮
家
蔵
高
る
・
ニ
七
二
本
は
、
詞
書
が
な
く
「
仁
和
寺
法
印
」

と
作
者
の
み
を
記
す
。
こ
の
雑
纂
本
系
で
の
本
文
異
同
は
、
「
仁
和
寺
法
印
元

性
よ
り
九
月
斗
に
」
（
高
松
宮
家
蔵
高
る
．
―
-
七
一
―
-
A
本
、
書
陵
部
蔵
一
五
―
―
―

・
ニ
―
五
A
本
、
同
五

O
-
．
七
二
五
B
本
、
神
宮
文
庫
本
、
島
原
図
書
館
松

平
文
庫
本
）
、
ま
た
「
覚
性
よ
り
九
月
ば
か
り
に
」
（
天
理
図
書
館
本
、
群
書
類

従
本
、
板
本
系
の
諸
本
）
な
ど
と
あ
る
由
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
我
な
ら
ぬ
」

の
歌
の
作
者
は
、
「
i

見
性
」
「
元
性
」
の
二
説
に
分
れ
る
。
元
性
は
、
崇
徳
院
の

仁

皇
子
て
仁
和
寺
の
華
蔵
院
に
入
室
し
、
本
朝
皇
胤
紹
運
録
に
「
僧
元
性
法
印

花
蔵
院
」
、
血
脈
類
集
記
第
六
に
「
翠
晴
法
眼
町
戸
謬
門
贔
鴨
這
翌
亡
五
」
と

あ
る
。
没
年
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
仁
乎
元
年
（
―
-
五
一
）
の
生
れ
で
、
寂
辿

よ
り
お
お
よ
そ
十
歳
年
下
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
寂
述
集
の
多
く
の
本
に
見
え
る
の
は
「
仁
和
寺
宮
法
印
」
「
仁
和

寺
法
印
」
と
い
う
称
で
あ
る
。
元
性
に
つ
い
て
は
、
血
脈
類
集
記
の
注
品
の
ほ

か
、
仁
和
寺
諸
院
家
記
に
も
「
元
性
、
改
―
-
｛
見
恵
言
竺
宮
法
印
こ
と
み
え
る

か
ら
、
彼
か
「
宮
法
印
」
と
呼
ば
れ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
覚
性
法

親
王
の
呼
称
は
、
「
紫
金
台
寺
御
室
」
（
仁
和
寺
御
伝
他
）
、
「
泉
殿
御
室
」
（
仁

和
寺
御
室
系
譜
）
、
「
五
宮
」
（
本
朝
皇
胤
紹
運
録
他
）
、
「
仁
和
寺
の
宮
」
（
山
家

釈
）
、
「
仁
和
寺
の
法
親
王
」
（
今
鏡
•
藤
波
の
下
）
、
「
仁
和
寺
の
親
王
·
仁
和

寺
後
入
道
法
親
王
」
（
千
載
集
）
の
ご
と
く
て
、
凸
見
性
法
親
王
を
「
仁
和
寺
（
宮
）

法
印
」
と
呼
ん
だ
明
ら
か
な
例
は
見
当
ら
な
い
。

た
だ
し
、
大
原
三
寂
の
一
人
寂
然
の
家
集
『
唯
心
房
集
』
に
、

仁
和
寺
の
法
印
の
西
山
に
こ
も
り
給
へ
る
に
、
九
月
十
三
夜
に
月
を

詠
じ
け
る

浪
路
分
げ
む
な
し
き
船
に
み
し
月
の
な
ご
り
に
こ
よ
ひ
袖
ぬ
ら
し
つ
る

と
あ
り
、
尾
山
篤
二
郎
氏
は
、
こ
の
「
仁
和
寺
法
印
」
を
覚
性
法
親
玉
と
さ
れ

(
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た
。
ま
た
寂
然
は
、
讃
岐
に
配
さ
れ
た
崇
徳
院
の
も
と
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る

が
（
風
雅
貌
•
九
四
O
)
、
右
の
歌
に
つ
い
て
、
尾
山
氏
は
「
浪
路
を
分
て
諏

岐
へ
行
き
上
皇
に
会
ひ
ま
つ
り
し
こ
と
が
述
懐
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
説
い
て
お
ら

れ
る
。
「
む
な
し
き
船
」
が
上
皇
を
い
う
歌
語
で
あ
る
（
奥
義
抄
•
和
歌
色
葉

等
）
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
解
釈
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
尾
山
氏
の
説
の
よ

う
に
、
寂
然
が
右
の
歌
を
贈
っ
た
「
仁
和
寺
の
法
印
」
が
、
覚
性
法
親
王
だ
と

す
れ
ば
、
寂
然
は
、
ま
た
前
掲
の
例
で
「
仁
和
寺
（
宮
）
法
印
」
と
歌
を
交
し

た
寂
蓮
も
、
法
親
王
と
親
交
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
右
の
「
仁

和
寺
の
法
印
」
は
、
そ
の
呼
称
か
ら
考
え
て
元
性
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。
ま

た
、
崇
徳
院
を
慕
い
涙
す
る
「
浪
路
分
け
」
の
歌
必
奉
ら
れ
た
人
物
と
し
て
、

院
の
弟
覚
性
法
親
玉
で
も
不
都
合
で
は
な
い
が
、
皇
子
の
元
性
で
あ
れ
ば
正
に

相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。
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さ
ら
に
、
詞
書
の
「
法
印
」
と
い
う
呼
び
方
を
め
ぐ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

覚
性
法
祝
玉
は
仁
平
―
―
一
年
に
仁
和
寺
の
主
と
な
っ
た
が
、
保
元
の
乱
は
そ
れ
以

後
の
こ
と
な
の
て
‘
寂
然
が
「
浪
路
分
け
」
の
歌
を
詠
ん
だ
の
は
、
当
然
、
覚

性
法
親
王
か
御
室
こ
な
っ
て
後
で
あ
る
。
ま
た
、
定
長
（
寂
蓮
）
は
、
仁
乎
一
―
―

年
に
は
ま
だ
十
一

1
十
五
歳
頃
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
山
里
に
住
む
法
印

か
ら
、
前
掲
の
「
我
な
ら
ぬ
月
も
住
け
る
山
里
を
と
は
ず
は
君
が
名
こ
そ
お
し

け
れ
」
（
月
も
美
し
い
こ
の
山
里
を
お
と
の
う
て
下
さ
ら
な
い
な
ら
、
あ
な
た

の
名
か
す
た
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
程
の
意
か
）
と
い
う
歌
を
彼
が
贈
ら
れ
た

の
は
、
十
歳
余
の
少
年
時
代
と
は
考
え
に
く
く
、
も
っ
と
年
齢
を
重
ね
て
か
ら

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
例
も
ま
た
、

i

見
性
法
親
王
の
門
跡
就
任
後
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
法
親
王
の
宜
下
を
受
け
且
つ
仁
和
寺
門
跡
で
あ

る
覚
性
に
対
し
て
は
、
「
御
室
」
「
法
親
王
」
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
宮
」
「
五
宮
」
）

な
ど
と
呼
ぶ
の
が
自
然
で
、
「
仁
和
寺
（
宮
）
法
印
」
と
い
う
僧
位
僧
階
を
も

っ
て
呼
ぶ
の
は
不
自
然
て
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
‘
寂
蓮

•
寂
然
が
歌
を
贈
っ
た
相
手
は
、
覚
性
法
親
王
で
は
な
く
、
元
性
と
み
た
方
か

妥
当
と
思
わ
れ
る
。
寂
蓮
は
、
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
後
に
守
覚
法
説
王
の
五
十

首
和
歌
詠
進
の
仰
せ
を
、
俊
成
と
定
家
に
伝
え
る
な
ど
（
明
月
記
・
建
久
八
年

十
二
月
五
日
条
）
、
守
覚
法
親
王
の
も
と
に
出
入
し
て
い
た
。
し
か
し
宜
性
法

親
王
時
代
に
お
い
て
は
、
寂
蓮
も
寂
然
も
、
御
室
と
親
交
か
あ
っ
た
か
は
明
ら

か
で
な
い
。

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
最
後
に
、
覚
性
法
親
王
の
も
と
に

出
入
し
た
歌
人
群
に
つ
い
て
、
そ
の
傾
向
を
捉
え
て
お
き
た
い
。
基
俊
や
源
俊

重
・
頼
経
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
御
室
と
の
親
交
を
得

る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
他
の
歌
人
に
つ
い
て

み
れ
ば
、
閑
院
流
の
人
々
ぱ
法
視
王
の
親
族
で
あ
り
、
西
行
は
、
法
親
王
の
父

鳥
羽
院
の
北
面
、
ま
た
母
待
賢
門
院
の
兄
実
能
の
家
人
と
し
て
仕
え
た
と
伝
わ

る
。
西
住
は
西
行
の
友
で
あ
り
、
加
え
て
法
親
王
と
は
付
法
の
師
を
同
じ
く
し

た
。
六
条
藤
家
の
清
輔
や
顕
昭
の
場
合
は
、
仁
和
寺
内
に
祖
父
の
建
立
し
た
寺

が
あ
っ
て
、
同
族
の
僧
た
ち
が
住
し
て
い
た
。
さ
ら
に
消
輔
自
身
は
、
法
親
王
の

兄
崇
徳
院
や
法
親
王
の
弟
子
で
あ
っ
た
一
一
条
天
皇
の
歌
壇
に
お
い
て
、
軍
き
を

な
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
出
観
集
に
最
も
多
く
の
贈
答
歌
か
収
め
ら
れ
る
観
蓮
は
、

崇
徳
院
の
近
臣
で
あ
っ
た
。
覚
性
法
親
王
を
中
心
と
す
る
和
歌
屈
は
、
以
上
の

よ
う
な
人
々
と
仁
和
寺
閃
係
の
僧
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
殆

ど
の
歌
人
た
ち
が
、
覚
性
法
親
王
と
血
縁
の
人
々
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主

従
の
縁
や
法
縁
に
よ
っ
て
繋
る
者
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
覚
性
法
親
王

の
和
歌
屈
は
、
そ
の
人
的
構
成
か
ら
見
た
湯
合
、
身
内
的
な
性
格
の
か
な
り
強
い

も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
出
観
集
そ
の
他
の
贈
答
歌
に
窺
え
る
、
法
親
王

と
歌
人
た
ち
と
の
交
流
の
細
や
か
さ
は
、
そ
の
こ
と
に
も
多
く
拠
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
覚
性
法
親
王
を
め
ぐ
る
和
歌
活
動
の
内
実
や
そ
の
存
在
の
意
味
は
、

当
時
の
宮
廷
や
公
卿
家
に
お
け
る
歌
壇
の
動
き
と
の
関
連
の
中
で
、
さ
ら
に
検

討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
既
に
紙
数
が
尽
き
た
。
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〔注〕

(
1
)

御
室
の
代
数
の
数
え
方
は
『
諸
門
跡
譜
』
に
よ
っ
て
い
る
。

(

2

)

橋
本
進
吉
氏
ぷ
法
橋
顕
昭
の
著
書
と
守
覚
法
親
王
]
（
史
学
雑
誌
三
一
篇
一
―
一
号

•
大
正
九
年
三
月
、
橋
本
進
吉
著
作
集
十
二
『
伝
記
・
典
籍
研
究
』
所
収
）
。

(
3
)

久
曽
神
昇
氏
『
顕
昭
・
寂
蓮
』

(
4
)

西
沢
戚
人
氏
「
顕
昭
孜

i
仁
和
寺
入
寺
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
」
（
和
歌
文
学
研

究
二
八
集
•
昭
和
四
七
年
六
月
）
。

(
5
)

川
上
新
一
郎
氏
「
藤
原
顕
季
伝
の
考
察
」
（
国
語
と
国
文
学
・
昭
和
五
二
年
八



月
）
。
川
上
氏
は
、
こ
の
堂
供
養
の
行
わ
れ
た
寺
を
た
ぶ
ん
真
乗
院
で
あ
ろ
う
と

し
て
お
ら
れ
る
が
、
よ
り
正
確
に
は
、
以
下
の
本
文
に
述
べ
る
と
お
り
、
顕
季
の

建
立
し
た
最
勝
院
が
そ
の
寺
と
思
わ
れ
、
同
じ
時
に
井
せ
て
造
ら
れ
た
房
舎
が
、

後
の
代
に
な
っ
て
真
乗
院
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(
6
)

御
室
御
住
房
処
々
記
「
北
院
依
白
河
院
御
願
、
大
僧
正
済
信
建
立
之
、
代
々

御
室
御
本
房
也
」
。

(

7

)

中
右
出
・
大
治
四
年
七
月
十
五
日
条
「
御
墓
所
香
隆
寺
乾
野
、
堀
川
院
御
翡
所

近
辺
云
々
」
、
仁
和
寺
諸
堂
記
「
香
陸
寺
。
寛
空
僧
正
之
跡
也
」
。

(
8
)
仁
和
寺
諸
堂
記
「
法
金
剛
院
。
待
賢
門
院
御
建
立
」
、
仁
和
寺
御
伝
•
高
野
御

庚
年
十
月
廿
五
日
法
金
削
院
供
養
待
賢
門
院
」
。

戌

御

沙

汰

室
条
「
同
（
注
ー
大
治
）
五

(
9
)

仁
和
寺
御
伝
・
紫
金
台
寺
御
室
条
「
同
（
平
治
）
二
年
一
一
月
十
七
日
庚
辰
、
於

法
金
剛
院
、
上
酉
門
院
御
出
家
戒
師
」
。

(
1
0
)

「
草
花
先
秋
」
の
題
に
よ
る
顕
昭
の
こ
の
歌
は
、
『
治
承
一
―
一
十
六
人
歌
合
』
に

も
同
題
の
も
と
に
収
め
ら
れ
る
。
同
歌
合
は
、
谷
山
茂
氏
「
治
承
三
十
六
人
歌
合

と
建
に
年
間
影
供
歌
合
四
種
」
（
人
文
研
究
•
昭
和
三
三
年

1
一
月
）
に
よ
れ
ば
、

治
承
―
―
年
か
ら
同
七
年
の
間
に
成
っ
た
撰
歌
合
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
歌

合
自
体
に
覚
性
法
親
王
没
後
の
成
立
で
あ
る
が
、
「
草
花
先
秋
」
の
歌
も
治
承
の

頃
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
現
に
、
永
万
元
年
以
前
に
顕

昭
が
仁
和
寺
で
詠
ん
だ
前
掲
歌
も
、
こ
の
歌
合
に
入
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

「
草
花
先
秋
」
の
歌
は
治
承
期
の
作
と
考
え
ず
と
も
よ
く
、
覚
性
法
親
王
の
も
と

で
詠
ま
れ
た
と
推
定
し
て
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

(11)

古
典
文
庫
『
閑
月
和
歌
集
』
に
附
さ
れ
た
、
久
保
田
淳
氏
の
解
題
。

(12)

仁
和
寺
諸
院
家
記
「
徳
大
寺
。
豆
誼
戸
吐
ハ
月
」
。

(
1
3
)

寂
連
の
生
年
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
保
延
五
年
（
―
-
三
九
）
頃
生
れ
と

す
る
久
曽
神
氏
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
三
十
一
歳
。
康
治
二
年
（
一
―
四
三
）
頃

生
れ
と
す
る
八
島
長
寿
氏
説
に
よ
れ
ば
二
十
七
歳
。

(14)

尾
山
篤
二
郎
氏
『
如
鱈
西
行
全
集
』

附
記
本
稿
の
原
型
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
三
日
の
神
戸
平
安
文
学
会
に
お
い

て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
俊
'
C
覚
性
法
親
王
の
贈
答
歌
が
『
閑
月
和
歌
集
』
に
収

め
ら
れ
る
こ
と
は
、
藤
岡
忠
美
•
浜
口
博
章
両
氏
か
ら
ご
教
示
を
受
け
た
。
記
し
て
深

謝
申
し
上
げ
る
。
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